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副院長就任挨拶  副院長就任挨拶  副院長就任挨拶  
～副院長新体制～ 

後列；左より斎藤教授、上野山技師長 
前列；小林教授、古家病院長、大名看護部長 
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待ちに待った　　　　   がやってきました！！！ 待ちに待った　　　　   がやってきました！！！ 待ちに待った　　　　   がやってきました！！！ DMAT車 DMAT車 DMAT車 
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西尾前副理事長が叙勲を受章！！ 西尾前副理事長が叙勲を受章！！ 西尾前副理事長が叙勲を受章！！ 

中島佐一学術研究奨励賞の授賞式を開催しました 中島佐一学術研究奨励賞の授賞式を開催しました 第１９回 第１９回 

後列：左より推薦者の吉川教授、坪井教授

前列：左より田中助教、 岡学長、吉原助教

厳橿学術奨励賞 厳橿学術奨励賞 厳橿学術奨励賞 の表彰式が行われました 

同窓会会長・八木正躬氏より、杉本正助教
（松田良介助教の代理）へ表彰状の授与
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オープンキャンパス2012オープンキャンパス2012オープンキャンパス2012を開催します！ 

学生ボランティア募集中 
オープンキャンパスには多数の方の参加が見込まれますので、当日の受付、
施設見学、個別相談等のお手伝いをしてもらえる在校生を募集しています。 
ボランティアの受付は教育支援課厚生・入試係で行っていますので、ご協力
お願いします。 

大学院医学研究科（博士課程） 

大学院医学研究科（修士課程） 

平成25年度 大学院入試日程 平成25年度 大学院入試日程 

社会人の入学も可能です。 
社会人とは医療・保健・福祉施設、教育研究機関、企業、官公庁等に勤務し、入学後もその職を有する者です。 

社会人の入学も可能です。 
但し平成25年3月31日までに概ね1年以上の実務経験を有することが必要です。 

大学院看護学研究科（修士課程） 

募集人員に、社会人も含みます。 
看護学コースについては、社会人の入学も可能です。 
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　本学の学生は、勉強だけをしているわけではありません。 
　多くの学生は、文化系１３部、体育系２４部のうちのいずれかのクラブに所属しています。そして、心身を鍛え、交友を深め、青
春を謳歌しています。 
　さて第9回のクラブ紹介は、剣道部とギター部です。 

 僕らギター部は医大の一般教育校舎や、秋の定期演奏会前には大講堂で練習しています。現役部員は29人で、個性的
な面々があつまった賑やかなクラブです。医学科・看護学科共にとても仲良く活動していて、部の雰囲気も大切にして
います。また、部活としての歴史も長く僕らがこうして日々ギターに精を出せるのも、部活動を通じて学生生活を充実
したものにできているのもOB・OGの先輩方のご支援があってこそであり、その感謝の思いは筆舌に尽くし難いほどで
す。活動は主に秋の定期演奏会（今年度は2012年10月20日です）に向けての練習をしています。夏には合宿、定期
演奏会前の一ヶ月には集中練習があり、だいたいここで一気に上達します。定期演奏会が終わるとオフ期間。約3ヶ月
のオフとなります。オフ期間といってもいろいろとイベントはあったりして、年間ではBBQ・旅行・クリスマスパーティー・
てんぷら・富士急などここには載せきれないほどのイベントをしています。部員は9割以上が初心者という状態から始
めていますが、学年を重ねていくごとにみんなどんどん上手くなって、演奏も様になってきます。音楽系の部活は経験
がないのでちょっとという感じだった人も今や立派に部員として活動してくれています。実際の練習では、先輩達の暖
かいフォローもしっかりついて、非常に活動しやすい雰囲気になっています。文面では書ききれないことも多々ありま
すが、実際活動の方を見てもらえるとそのアットホームな雰囲気等魅力にあふれる部活になっていると思います。 
 最後になりましたが、僕らのギター部に少しでも興味を持たれた方は、ぜひ我が部のホームページをご覧になってみ
てください！ 
 http://narainoguitarclub.web.fc2.com/

ギター部 
「アットホームな雰囲気」 
部　　員：25名 
部　　長：高橋幸博先生（NICU教授） 
主　　将：原田雅幸（四年） 
活動内容：クラシックギターの合奏 
練 習 日：火、木曜日 

　こんにちは。私たち剣道部は市内の小学校と医大の体育館で週に三回、稽古しています。プレイヤー30名、マネージャー
8名で大所帯ですが、礼に始まり礼に終わる、の教え通り礼儀正しく練習に励んでいます。部員もさることながら、 
OB、OGの先生、先輩方も数多く、直接稽古をつけていただいたり様々な形でご支援いただいております。また大阪府
警より師範を招いており、今年で師範就任50周年を迎えるなど、大変伝統のあるクラブであると自負し、部員一同、誇
りを持って稽古に励んでいます！ 
　剣道はスポーツではなく武道であり、その主たる目的は人間形成です。そのため、私たちの目標は試合で勝つことは
もちろんですが、自分に克つことであったり、昇段のために綺麗な剣道をすることであったりと様々です。将来医師や
看護師として社会にでる私たちにとって、剣道を通じて人間形成ができ、部活動としてチームワーク力をつける事が出
来るのは大変ありがたいことであり、この場をお借りして、OB、OGの方々、師範の先生、部員の親御さんに感謝申し
上げます。堅苦しい印象を持たれたかもしれませんが部員同士で旅行にいったりと楽しいイベント盛りだくさんです！！
良ければホームページも覗いてみてくださいね！！ 
http://naramed-kendo.jimdo.com/

剣道部 
「百錬自得」 
部　　員：３８名 
部　　長：吉田克法先生（泌尿器科透析部病院教授） 
主　　将：菊川翔馬（三年） 
活動内容：剣道 
練 習 日：月、水、金曜日 
　　　　 午後5時～ 
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電子ジャーナルを使いこなそう！　第6回 
プロクエスト社「プロクエスト（ProQuest）」 

連載  電子ジャーナルを使いこなそう！　第6回 

（図書館） 
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※（　）内は前年との増減額 

平成23年度　公立大学法人奈良県立医科大学決算 平成23年度　公立大学法人奈良県立医科大学決算 
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　平成２３年度は附属病院収益の増収などにより前年度に引き続き黒字となり、累積赤字は更に縮小しま
した。（累積赤字　２２年度 １２億８,３１９万円 → ２３年度 ９億６,０６９万円） 
　このように経営状況は改善しましたが、今後は病院新棟建設等により費用負担の増加が見込まれますの
で、皆さんには引き続き経費節減等でご協力をよろしくお願いします。 
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事業名 教室名 職名等 氏名 研究課題名 研究期間

基盤研究（Ａ） 地域健康医学 教授 車谷　典男 地域在住高齢者のＱＯＬと生活機能の低下 ２４～２６要因に関する大規模コホート研究

事業名 教室名 職名等 氏名 研究課題名 研究期間

新学術領域研究 脳神経システム医科学 助教 高橋　弘雄 新生される嗅球介在ニューロンの移動を支える血管―神経相互作用の解析 ２３～２４

基盤研究（Ｂ） 消化器・総合外科学 教授 中島　祥介 臓器受容および組織再生における血管新生機構の包括的解明と新規免疫制御法の開発 ２１～２４

基盤研究（Ｂ） 病理病態学 教授 小西　　登 前立腺癌幹細胞の効率的な新規獲得法の確立と癌幹細胞維持メカニズムの解明 ２２～２４

基盤研究（Ｂ） 病原体・感染防御医学 教授 吉川　正英 ＥＳ細胞由来内耳有毛細胞の効率的誘導ー細胞移植による聴覚機能回復にむけてー ２２～２４

基盤研究（Ｂ） 耳鼻咽喉・頭頸部外科学 教授 細井　裕司 超音波聴覚のメカニズムと最重度難聴者のための超音波補聴システムの実用化研究 ２２～２４

基盤研究（Ｂ） 健康政策医学 教授 今村　知明 健康被害事件での社会反応の定量化と過剰反応抑制の為のリスクコミュニケーション研究 ２３～２５

基盤研究（Ｂ） 第一解剖学 教授 西　　真弓 幼少期の養育環境が脳の可塑性に影響を及ぼす分子基盤の解明 ２３～２５

基盤研究（Ｂ） 循環器システム医科学 教授 中川　　修 転写調節因子による心血管系の発生・機能制御機構 ２３～２５

基盤研究（Ｂ） 放射線腫瘍医学 教授 長谷川　正俊 神経系腫瘍幹細胞の放射線抵抗性と分化に対する重粒子線照射の影響 ２３～２５

基盤研究（Ｂ） 分子病理学 特任教授 高木　　都 光る腸管神経の再生・新生機構の解明と制御 ２３～２６

基盤研究（Ｂ） 産婦人科学 教授 小林　　浩 鉄の酸化ストレスによる子宮内膜症のがん化機序の解明とモデル動物の樹立 ２３～２５

基盤研究（Ｃ） 集中治療部 講師 河野　安宣 ラット前脳虚血モデルにおけるプロピルガレートの脳保護効果に関する研究 ２１～２４

基盤研究（Ｃ） 看護学科　公衆衛生看護学 講師 入江　安子 知的発達障害児とその家族を支援するコミュニティレジリエンスの育成 ２１～２４

基盤研究（Ｃ） 中央臨床検査部 講師 水野　麗子 超音波を用いた心筋のｐ５３およびｍＴＯＲ制御によるアントラサイクリン心毒性の軽減 ２２～２４

基盤研究（Ｃ） 第一生理学 講師 豊田ふみよ 有尾両生類における性フェロモンの作用機構の解明 ２２～２４

基盤研究（Ｃ） 生物学 教授 永渕　昭良 上皮細胞におけるカドヘリン・カテニン複合体局在化因子の探索 ２２～２４

基盤研究（Ｃ） 第一生理学 教授 山下　勝幸 細胞内カルシウムストアの膜電位変化による細胞間電気的結合 ２２～２４

基盤研究（Ｃ） 放射線腫瘍医学 講師 玉本　哲郎 モバイル端末を用いた画像誘導放射線治療時代の遠隔放射線治療支援方法の確立 ２２～２４

基盤研究（Ｃ） 病理病態学 助教 中谷　公彦 糖尿病での骨・カルシウム代謝異常におけるＫｌｏｔｈｏ蛋白の意義の解明 ２２～２４

基盤研究（Ｃ） 第一解剖学 講師 秦野　　修 新たに見出した雌マウス副腎皮質が大量に産生するプロゲステロンの産生機序と役割 ２２～２４

基盤研究（Ｃ） 輸血部 准教授 松本　雅則 造血幹細胞移植後の致死的合併症である血栓性微小血管障害症に対する新規治療法の開発 ２２～２４

基盤研究（Ｃ） 総合医療学 病院教授 藤本　隆 シェーグレン症候群の唾液腺障害と再生機構の解明 ２２～２４

基盤研究（Ｃ） 法医学 非常勤講師 石谷　昭子 ＨＬＡ－Ｇの移植免疫における機能についてー急増する報告の検証ー ２２～２４

基盤研究（Ｃ） 中央内視鏡・超音波部 病院教授 藤井　久男 モサプリドを利用した腸管再生・新生法 ２２～２４

基盤研究（Ｃ） 胸部・心臓血管外科学 教授 谷口　繁樹 三次元培養心筋組織の作成：伸展刺激による細胞の配行と成熟、収縮力の増強 ２２～２４

基盤研究（Ｃ） 整形外科学 教授 田中　康仁 再生医療技術を用いた同種骨移植の再活性化に関する研究 ２２～２５

基盤研究（Ｃ） 整形外科学 助教 村田　景一 骨髄間葉系幹細胞を用いた血管柄付き自家骨置換型人工骨の開発 ２２～２４

基盤研究（Ｃ） 麻酔科学 講師 井上　聡己 全脳虚血に対するβブロッカーの脳保護に関する研究 ２２～２５

基盤研究（Ｃ） 麻酔科学 准教授 川口　昌彦 脊髄虚血後のミクログリア活性化制御による神経保護効果に関する検討 ２２～２５

基盤研究（Ｃ） 第二生理学 助教 松吉ひろ子 共培養した膀胱上皮細胞と膀胱知覚神経細胞のクロストーク解析 ２２～２４

基盤研究（Ｃ） 産学官連携推進センター 特任教授 平尾　佳彦 睡眠障害は夜間頻尿の原因になるか？：簡易脳波睡眠診断を用いた検討 ２２～２４

基盤研究（Ｃ） 産婦人科学 講師 佐道　俊幸 大豆蛋白を用いた早産予防薬の開発 ２２～２４

基盤研究（Ｃ） 産婦人科学 助教 川口　龍二 プロテオーム解析による子宮内膜症からの卵巣癌発生機序の解明 ２２～２４

基盤研究（Ｃ） 産婦人科学 助教 吉田　昭三 酸化ストレスをターゲットにした卵巣明細胞腺癌の治療戦略 ２２～２４

基盤研究（Ｃ） 耳鼻咽喉・頭頸部外科学 准教授 山中　敏彰 最重度平衡障害に対する感覚代行治療―実用化に向けた効果メカニズムの解明― ２２～２４

基盤研究（Ｃ） 口腔外科学 講師 川上　哲司 関節滑膜細胞におよぼす伸展ストレスの影響；酸化ストレスと遺伝子発現の誘導 ２２～２４

基盤研究（Ｃ） 看護学科　基礎看護学 准教授 宮島　多映子 Ｍｉｙａｊｉｍａ式腹部圧迫法の臨床応用‐便秘患者の安全性と有効性の評価‐ ２２～２４

基盤研究（Ｃ） 看護学科　成人看護学 教授 石澤　美保子 クリティカルケア領域における特徴的な皮膚障害の発生要因およびケア内容の検証 ２２～２４

基盤研究（Ｃ） 第二解剖学 准教授 辰巳　晃子 視床下核におけるグリア細胞の機能解析ーパーキンソン病新規治療法の開発を目指してー ２３～２５

基盤研究（Ｃ） 保健体育 准教授 石指　宏通 高齢者における血栓形成関連因子の日内・季節変動の解明 ２３～２５

基盤研究（Ｃ） 健康政策医学 准教授 赤羽　学 黄砂による日常症状に見られる健康被害に関する広域調査研究 ２３～２５

基盤研究（Ｃ） ＲＩ実験施設 研究教授 森　俊雄 エストロゲン補充療法誘発４－ＯＨＥＮ－ＤＮＡ付加体の難修復性とホットスポット解析 ２３～２５

基盤研究（Ｃ） 数学 教授 藤本　圭男 非同型な自己正則写像を持つコンパクト複素多様体の研究 ２３～２５

基盤研究（Ｃ） 第二解剖学 教授 和中　明生 神経再生を阻害する糖鎖修飾メカニズムの解析と人為制御 ２３～２５

Ｈ２４年度 

Ｈ２３年度 

Ｈ２２年度 

採択件数 
 

１５５（＋61.5％） 

145（＋51.0％） 

129（＋34.4％） 

金　　額 
  

306,150千円　＋50.6％ 

286,820千円　＋41.1％ 

216,590千円　＋  6.6％ 

 

直接経費　　　間接経費 

235,500千円　　70,650千円 

220,700千円　　66,120千円 

170,570千円　　46,020千円 

※カッコ内はH18年度対比の数値 

平成２４年度　科学研究費助成事業（科学研究費補助金・学術研究助成基金助成金）一覧 
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基盤研究（Ｃ） 薬理学 教授 吉栖　正典 糖尿病性微小血管障害でのｃ－ＳｒｃとＭＡＰキナーゼの役割解明と分子創薬 ２３～２５

基盤研究（Ｃ） 分子病理学 研究員 大森　　斉 大腸癌肝転移を促進する骨髄間葉系幹細胞を標的とする治療 ２３～２５

基盤研究（Ｃ） 病理病態学 講師 島田　啓司 膀胱尿路上皮癌におけるＤＮＡ修復酵素ｈＡＢＨファミリーの分子病理学的解析 ２３～２５

基盤研究（Ｃ） 細菌学 教授 喜多　英二 受容体（Ｇｂ３）非発現細胞に対し志賀毒素はＬＤＬ受容体依存性に毒性を発現する ２３～２５

基盤研究（Ｃ） 健康政策医学 助教 小川　俊夫 自動体外式除細動器（ＡＥＤ）の経済分析に関する研究 ２３～２５

基盤研究（Ｃ） 第三内科学 講師 吉治　仁志 慢性肝疾患進展制御法の確立：効果予測に基づく個別化医療 ２３～２５

基盤研究（Ｃ） 第三内科学 教授 福井　　博 エンドトキシン・自然免疫系を介する腸肝相の解明 ２３～２５

基盤研究（Ｃ） 医療安全推進室 病院教授 植村　正人 重症肝障害におけるＡＤＡＭＴＳ１３の生体内存在様式と制御機構 ２３～２５

基盤研究（Ｃ） 第二内科学 講師 友田　恒一 肺胞壁断裂の機序解明への新たなるアプローチ：加齢による肺の力学機能低下を探る ２３～２５

基盤研究（Ｃ） 第二内科学 教授 木村　　弘 呼吸不全、肥満低換気症候群における急性増悪は低酸素化学感受性の低下が関与する ２３～２６

基盤研究（Ｃ） 輸血部 教授 藤村　吉博 妊娠期に特有な後天性・血栓性微小血管障害症の分子病態とその制御機構解析 ２３～２５

基盤研究（Ｃ） ＮＩＣＵ 教授 高橋　幸博 トロンボモジュリンによる重症新生児仮死治療の基礎的研究 ２３～２５

基盤研究（Ｃ） 皮膚科学 教授 浅田　秀夫 ＧＶＨＤを病態モデルとして利用したＤＩＨＳにおけるＨＨＶ－６再活性化機序の解明 ２３～２５

基盤研究（Ｃ） 皮膚科学 准教授 小林　信彦 薬剤によるｃＡＭＰ濃度上昇、ＣＲＥＢ活性化と皮膚および神経系細胞のＤＮＡ修復亢進 ２３～２５

基盤研究（Ｃ） 中央放射線部 准教授 田岡　俊昭 拡散テンソル線維路解析とサポートベクトルマシンによるアルツハイマー病の早期診断 ２３～２５

基盤研究（Ｃ） 第二生理学 教務職員 三澤　裕美 ＥＳ腸管を利用した選択的神経分化法の確立 ２３～２５

基盤研究（Ｃ） 胸部・心臓血管外科学 講師 吉川　義朗 カルパイン阻害剤による心保存後の虚血再灌流障害予防効果に関する研究 ２３～２５

基盤研究（Ｃ） 胸部・心臓血管外科学 助教 内藤　　洋 独創的な組織工学技術を用いた人工気管作成の試み ２３～２５

基盤研究（Ｃ） 整形外科学 准教授 面川　庄平 再生医療技術を応用した四肢の拘縮性偽関節の治療に関する研究 ２３～２５

基盤研究（Ｃ） 集中治療部 助教 阿部　龍一 開頭手術における運動誘発電位モニタリングに関する検討 ２３～２６

基盤研究（Ｃ） 産婦人科学 助教 古川　直人 発現タンパクの機能制御に基づいた婦人がんの分子標的治療戦略 ２３～２５

基盤研究（Ｃ） 産婦人科学 准教授 大井　豪一 羊水塞栓症の致死的原因における胎便の役割を解明する ２３～２５

基盤研究（Ｃ） 耳鼻咽喉・頭頸部外科学 助教 太田　一郎 頭頸部癌の浸潤・転移におけるＥＭＴによる癌幹細胞活性化機構の解明 ２３～２５

基盤研究（Ｃ） 口腔外科学 研究員 村上　和宏 早期荷重インプラントにおけるオッセオインテグレーション獲得のための微小動揺の閾値 ２３～２５

基盤研究（Ｃ） 分子病理学 講師 笹平　智則 新規ＭＩＡ　ｇｅｎｅ　ｆａｍｉｌｙによる口腔癌の血管新生・リンパ管新生機構の解明 ２３～２５

基盤研究（Ｃ） 看護学科　母性看護学 准教授 中西　伸子 更年期女性の健康増進に向けた行動変容を促す健康貯金ノートを用いた介入プログラム ２３～２５

基盤研究（Ｃ） 看護学科　公衆衛生看護学 講師 坂東　春美 幼稚園児の家庭内受動喫煙状況と家族の意識－尿中コチニン測定と質問紙調査から－ ２３～２５

基盤研究（Ｃ） 脳神経システム医科学 助教 高橋　弘雄 嗅球の神経回路新生を支える血管－神経相互作用の解析 ２４～２６

基盤研究（Ｃ） 看護学科　臨床病態医学 教授 濱田　　薫 妊娠中の大気汚染曝露が次世代アレルギー疾患発症におよぼす環境影響評価と制御機構 ２４～２６

基盤研究（Ｃ） 看護学科　哲学 講師 池辺　　寧 ハイデガーにおけるエートス論の展開と医学哲学への応用についての研究 ２４～２６

基盤研究（Ｃ） 分子病理学 研究員 藤井　　澄 ヒストンリジン残基修飾による新たなエピジェネティクスの研究 ２４～２６

基盤研究（Ｃ） 地域医療学 准教授 大西　丈二 人口構造および医療介護資源等の社会的要因が地域の健康に与える影響に関する研究 ２４～２６

基盤研究（Ｃ） 第二内科学 准教授 吉川　雅則 慢性閉塞性肺疾患に対する新規栄養療法の開発：進行抑制から発症予防までをめざして ２４～２６

基盤研究（Ｃ） 第二内科学 助教 山本　佳史 慢性閉塞性肺疾患・表現型規定因子の探求―日米比較研究からの発信 ２４～２６

基盤研究（Ｃ） 小児科学 准教授 野上　恵嗣 第Ⅷ因子活性化・不活化機構の解明と新規凝固・抗凝固薬への応用に関する基礎的研究 ２４～２６

基盤研究（Ｃ） 血栓制御医学 講師 松井　英人 凝固第Ⅷ因子抗体に対する自己血管内皮前駆細胞移植による新規免疫寛容導入療法の確立 ２４～２６

基盤研究（Ｃ） 小児科学 助教 荻原　建一 第Ｖ因子の抗凝固機能と小児血栓性疾患との関連についての基礎的研究 ２４～２６

基盤研究（Ｃ） 病原体・感染防御医学 講師 王寺　幸輝 Ｉｎ　ｖｉｔｒｏ発毛システムを用いた発毛現象の解明とＷｎｔシグナルの役割について ２４～２６

基盤研究（Ｃ） 皮膚科学 助教 宮川　　史 ＧＶＨＤモデルマウスにおける細胞障害性Ｔ細胞を制御する転写因子の同定 ２４～２６

基盤研究（Ｃ） 精神医学 教授 岸本　年史 統合失調症における補体制御因子機能とシナプスプルーニング機構解析 ２４～２６

基盤研究（Ｃ） 精神医学 講師 安野　史彦 脳梗塞後うつ病に対する客観的指標の確立 ２４～２６

基盤研究（Ｃ） 精神医学 研究員 森川　将行 主観的認知障害発症へのメタボリック症候群の影響に関する研究‐高齢者コホート研究 ２４～２６

基盤研究（Ｃ） 放射線医学 助教 田中　利洋 進行膵癌に対するＩＶＲ技術を駆使した新規治療法の開発 ２４～２６

基盤研究（Ｃ） 細菌学 助教 王寺典子（下嶋典子） ＨＬＡ－Ｆによる免疫抑制法―制御性Ｔ細胞を１００％残すアロ反応性細胞除去法の開発 ２４～２６

基盤研究（Ｃ） 消化器・総合外科学 准教授 庄　　雅之 消化器癌における腫瘍特異的メモリー細胞能動的誘導法の開発 ２４～２６

基盤研究（Ｃ） 腫瘍センター 研究員 中村　信治 エリスロポエチンの炎症性腸疾患に対する新規治療の可能性 ２４～２６

基盤研究（Ｃ） 第二解剖学 助教 奥田　洋明 新規細胞外マトリックスＤＡＣＳのアストロサイトおよび神経細胞における機能解析 ２４～２６

基盤研究（Ｃ） 整形外科学 研究員 藤間　保晶 骨腫瘍に対する患肢温存を目的とした細胞活性を有した液体窒素処理骨移植法の開発 ２４～２７

基盤研究（Ｃ） 整形外科学 講師 城戸　　顕 担がん患者の骨微小環境の解析と間葉系幹細胞の病態への動的関与 ２４～２６

基盤研究（Ｃ） 整形外科学 講師 熊井　　司 腱・靭帯付着部症に対する神経要素の動態とヒアルロン酸の治療効果に関する研究 ２４～２６

基盤研究（Ｃ） 泌尿器科学 講師 平山　暁秀 地域高齢者の夜間頻尿が睡眠に及ぼす影響に関する研究 ２４～２６

基盤研究（Ｃ） 泌尿器科学 研究員 石橋　道男 多発性嚢胞腎の細胞マトリックス接着応答とエピジェネテイクス修飾による治療法の研究 ２４～２６

基盤研究（Ｃ） 産婦人科学 助教 重富　洋志 卵巣明細胞腺癌におけるＤＮＡチェックポイント機構制御の解明と新規治療戦略の構築 ２４～２６

基盤研究（Ｃ） 産婦人科学 助教 金山　清二 卵巣明細胞腺癌の抗癌剤耐性克服による新規治療法の開発 ２４～２６

基盤研究（Ｃ） 眼科学 教授 緒方奈保子 高齢者の視機能と眼疾患における全身因子および色素上皮由来因子の関与 ２４～２６

基盤研究（Ｃ） 眼科学 准教授 松浦　豊明 ハイドロゲルレンズフィル後の屈折、調節の評価 ２４～２６

基盤研究（Ｃ） 消化器・総合外科学 准教授 金廣　裕道 組織工学と多能性幹細胞の腸管分化誘導技術を融合した新しい腸管移植法の開発 ２４～２６

基盤研究（Ｃ） 総合医療学 准教授 西尾　健治 敗血症に対するＡＤＡＭＴＳ１３の効果 ２４～２６

基盤研究（Ｃ） 口腔外科学 研究員 杉浦　　勉 即時・早期荷重インプラントの周囲骨の治癒にオーバーロードが及ぼす影響 ２４～２６

基盤研究（Ｃ） 口腔外科学 准教授 山本　一彦 マイクロＲＮＡの制御を介した新たな口腔癌治療法の開発 ２４～２６

基盤研究（Ｃ） 口腔外科学 学内講師 川上　正良 上顎の形成過程におけるＷｎｔシグナリングの役割 ２４～２６

基盤研究（Ｃ） 看護学科　母性看護学 講師 泉川　孝子 看護職におけるＤＶ被害者の早期発見及び予防のための教育プログラムの開発 ２４～２６

基盤研究（Ｃ） 看護学科　公衆衛生看護学 講師 奥田　眞紀子 養育支援訪問事業における支援選択の指標開発－ニーズとアウトカムに着目して－ ２４～２６

挑戦的萌芽研究 看護学科　成人看護学 講師 堀江　尚子 トワイライトホープレスの孤独死の改善を目指したアクションリサーチ ２３～２５

挑戦的萌芽研究 生化学 教授 高澤　　伸 ブドウ糖によるインスリンの翻訳調節機構 ２３～２６

挑戦的萌芽研究 分子病理学 教授 國安　弘基 幹細胞特異的塩基性アミノ酸リン酸化の網羅的解析と治療への応用 ２３～２４

挑戦的萌芽研究 細菌学 講師 水野　文子 サルモネラ胃腸炎後脳症発症マウスモデルの作製 ２３～２５

挑戦的萌芽研究 循環器システム医科学 教授 中川　　修 転写因子機能メカニズムの汎用解析システムの創出 ２３～２４
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②研究成果の何が特許になるのか？ 

挑戦的萌芽研究 放射線腫瘍医学 特任教授 大西　武雄 放射線が誘導する生存シグナル抑制機構の解明 ２３～２４

挑戦的萌芽研究 脳神経システム医科学 教授 坪井　昭夫 嗅覚における新規な油センシングの分子機構 ２４～２５

挑戦的萌芽研究 分子病理学 特任教授 高木　　都 生きたままの腸管神経を覗く ２４～２５

挑戦的萌芽研究 第一生理学 講師 和田　佳郎 「耳石器の特性」を応用した平衡障害リハビリテーション装置の開発 ２４～２６

挑戦的萌芽研究 動物実験施設 准教授 久保　　薫 消化管免疫による関節リウマチ治療へのアプローチ ２４

挑戦的萌芽研究 組換えＤＮＡ実験施設 准教授 杉浦　重樹 損傷認識を人為的に促進し紫外線ＤＮＡ損傷修復を飛躍的に高める手法の開発 ２４～２５

挑戦的萌芽研究 皮膚科学 特任教授 大　　茂芳 繊維集合体における隙間のないユニークなパッキング構造化の研究 ２４～２６

挑戦的萌芽研究 産婦人科学 助教 常見　泰平 子宮頚管粘液を用いた新規妊娠高血圧症候群予知マーカーの開発 ２４～２６

挑戦的萌芽研究 口腔外科学 教授 桐田　忠昭 口腔がんにおける遺伝子修復機構を標的とした抗がん剤増感の研究 ２４～２５

若手研究（Ｂ） 地域健康医学 講師 岡本　　希 認知機能の非遺伝的危険因子の検討と健康関連ＱＯＬへの影響に関する疫学的研究 ２２～２５

若手研究（Ｂ） 地域健康医学 助教 佐伯　圭吾 血圧モーニングサージと住宅温熱環境に関する横断研究 ２２～２４

若手研究（Ｂ） 神経内科学 講師 杉江　和馬 自己貪食空胞性ミオパチーの臨床病態解析とオートファジー分子機構の解明 ２２～２４

若手研究（Ｂ） 放射線腫瘍医学 助教 浅川　勇雄 画像誘導放射線治療および適応放射線治療における機能画像応用の検討 ２２～２４

若手研究（Ｂ） 脳神経システム医科学 助教 吉原　誠一 成体新生嗅球介在ニューロンの神経活動依存的発達機構の解析 ２３～２４

若手研究（Ｂ） 耳鼻咽喉・頭頸部外科学 研究員 松井　淑恵 時系列の聴覚表象に頑健性を与える知覚属性間の交互作用に関する心理物理的研究 ２３～２４

若手研究（Ｂ） 化学 助教 松平　　崇 クモの糸の紫外線による特異的劣化機構の解明研究 ２３～２４

若手研究（Ｂ） 循環器システム医科学 助教 坂部　正英 心臓形態形成における選択的細胞分化誘導とそれに関わる不均一シグナル伝達機構の解明 ２３～２４

若手研究（Ｂ） 地域健康医学 助教 冨岡　公子 芳香族アミン曝露作業者の発癌リスクに関する歴史的コホート研究 ２３～２４

若手研究（Ｂ） 法医学 助教 工藤　利彩 アルコールに起因する心血管イベントに対する新たな指標としてのＴＲＰチャネルの役割 ２３～２４

若手研究（Ｂ） 循環器システム医科学 助教 林　　寿来 細胞移植による血管新生・組織再生における転写調節機構の研究 ２３～２４

若手研究（Ｂ） 精神医学 助教 鳥塚　通弘 人工多能性幹細胞（ｉＰＳ細胞）を用いた培養系精神疾患モデルの確立 ２３～２４

若手研究（Ｂ） 第一内科学 助教 岡山　悟志 心臓ＭＲＩによるミトコンドリア心筋症の病態解明 ２３～２５

若手研究（Ｂ） 耳鼻咽喉・頭頸部外科学 助教 山下　哲範 骨導超音波補聴器の実用化に向けた語音聴力の検討 ２３～２５

若手研究（Ｂ） 耳鼻咽喉・頭頸部外科学 助教 西村　忠己 軟骨伝導を用いた新しい補聴器の開発 ２３～２５

若手研究（Ｂ） 耳鼻咽喉・頭頸部外科学 助教 清水　直樹 視運動性眼球運動に関与する神経機構の解明－遺伝子工学的アプローチ－ ２３～２５

若手研究（Ｂ） 口腔外科学 助教 山川　延宏 口腔がんにおけるｍｉｃｒｏＲＮＡの抗がん剤抵抗性への関与の検討 ２３～２４

若手研究（Ｂ） 口腔外科学 研究員 上田　順宏 Ｔｒｋｓを標的とした口腔癌の抗血管新生・リンパ管新生療法の試み ２３～２４

若手研究（Ｂ） 口腔外科学 研究員 玉置　盛浩 口腔がんに対するＭＩＣＡ遺伝子に関連した新規ペプチドワクチンの同定 ２３～２４

若手研究（Ｂ） 住居医学　7/1付地域健康医学特任助教 助教 大林　賢史 メラトニン関連サーカディアン血圧変動に対する光曝露およびＡＤＭＡの影響 ２４～２６

若手研究（Ｂ） ＲＩ実験施設 研究員 岩本　顕聡 色素性乾皮症Ａ群患者の神経障害に及ぼす酸化的ＤＮＡ損傷サイクロプリンの役割 ２４～２６

若手研究（Ｂ） 小児科学 助教 榊原　崇文 小児難治性てんかんにおける脳形成異常発生病態解明のための生物化学的研究 ２４～２６

若手研究（Ｂ） 精神医学 助教 深見　伸一 時間的・空間的遺伝子発現システムと環境要因操作による統合失調症モデルマウスの開発 ２４～２５

若手研究（Ｂ） 放射線医学 助教 西尾福　英之 ＭＲＩの分子画像を用いた肝腫瘍に対する分子標的治療薬の早期治療効果診断 ２４～２５

若手研究（Ｂ） 消化器・総合外科学 研究員 右田　和寛 新たなＴ細胞不活化経路を標的とした癌治療法の臨床導入を目的とした研究 ２４～２５

若手研究（Ｂ） 消化器・総合外科学 助教 赤堀　宇広 膵癌におけるＨＭＧＢ－１の役割解明と新規標的治療の開発 ２４～２５

若手研究（Ｂ） 消化器・総合外科学 研究員 北東　大督 肝細胞癌のＴ細胞不活化経路を標的とした癌治療法の臨床導入を目的とした研究 ２４～２５

若手研究（Ｂ） 脳神経外科学 助教 竹島　靖浩 内在性神経幹細胞を利用した脳静脈虚血治療の研究 ２４～２５

若手研究（Ｂ） 麻酔科学 助教 瓦口　至孝 オピオイドが癌細胞の抗がん剤感受性を低下させるか？ ２４～２５

若手研究（Ｂ） 耳鼻咽喉・頭頸部外科学 助教 下倉　良太 新しい音伝導ルート（軟骨伝導）を用いた両耳装用補聴器の開発 ２４～２６

若手研究（Ｂ） 口腔外科学 研究員 梶原　淳久 ＤＮＡ修復経路を標的とした口腔腫瘍温熱細胞死の基礎的研究 ２４～２５

若手研究（Ｂ） 口腔外科学 研究員 柳生　貴裕 乳歯歯髄由来細胞による唇顎口蓋裂患者の顎裂治療 ２４～２７

若手研究（Ｂ） 看護学科　成人看護学 助教 松浦　純平 我が国史上初の術後せん妄を早期発見するためのアセスメントスケールの開発 ２４～２５
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入退室管理システム・指紋認証管理システムを更新しました 入退室管理システム・指紋認証管理システムを更新しました 

トイレ改修工事(医局棟・管理棟) エレベーターリニューアル工事(基礎医学校舎)

自動ドア化工事(基礎医学校舎) スライドドア化工事(病棟)

入退室管理システム 指紋認証管理システム（ＲＩ貯蔵庫）
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　4月の入職後から早くも3カ月が経とうとしています。集合研修を終えB5病棟への配属後は、初めての仕事に
不安ばかり感じていました。しかし、先輩方には毎日親身になって指導を頂き不安も少しずつ解消され、仕事にも
慣れてきたと思います。 
　B5病棟は、脳神経外科で脳疾患や脊髄・神経疾患を患った患者さんに対し、手術や脳血管治療、化学療法・放
射線治療など多くの治療が行われています。そのため術前・術後の急性期から、リハビリを行う回復期まで幅広い
看護が必要です。 
　私自身、最初は回復期の患者さんを受け持たせて頂き、現在は術前・術後の患者さんも受け持たせて頂いてい
ます。自身の知識不足により至らない事が多いのですが、先輩方や医師の方々から毎日励ましの言葉や優しい声
かけを頂いているので、毎日頑張ることが出来ています。一日でも早く先輩方のように患者さんから信頼を得ら
れる看護師になれるよう、これからも日々努力していきたいと思います。 

【看　護　師】 

　今年度4月よりB棟8階呼吸器・血液内科に配属され、3カ月目に入りました。B棟8階は耳鼻咽喉科/血液内科/
総合診療科の3科混合病棟です。病棟で働くようになってからは、知らないことばかりで戸惑うこともたくさんあ
りましたが、先輩方が優しく声をかけて指導してくださるため安心して患者さんの看護に専念することができて
います。血液内科に入院されている患者さんは長期入院の方が多く、入職当初はコミュニケーションや信頼関係
づくりに悩んだこともありました。ですが今では日々の関わりのなかで声かけを大事にし、患者さん一人一人と正
面から向き合って信頼関係を築いていきたいと考えています。 
　また、治療後にもたいへん苦痛が続くため、身体的苦痛だけでなく患者さんの精神的苦痛にも気づき、支えて
いくことのできる看護師になりたいと思います。一年目は分らない事ばかりですが、日々学ぶチャンスがあると思
うので、笑顔と学ぶ姿勢を忘れずにこれからも頑張っていきます。まだまだ迷惑かけますがどうぞよろしくお願い
します。 

【看　護　師】 

　4月より入職し、助産師として産科病棟で勤務しています。入職してから覚える事も多くわからないこと
ばかりでしたが、先輩方からの温かい指導のお蔭で少しずつできることが増え、仕事にも慣れてきました。
また、同期で入職した仲間も多く、互いに情報交換をしたり励まし合ったりしながら日々頑張っています。 
　奈良医大の産科は県内の総合周産期母子医療センターとしても機能しているため、他機関からの搬送
も多く、ハイリスク例も少なくありません。そのような中で日々の学びも多い反面、自身の知識不足も痛感
させられます。 
　まだまだ未熟で至らない点も多くありますが、少しでも早く先輩方のような助産師に近づけるよう、日々
精進し頑張っていきたいと思います。 

【看　護　師】 

　今年の4月に、医療技術センター3係の視能訓練士として勤務させていただいております。 
　働き始めは、大学病院の忙しさや難治症例の多さ、検査機器の多さに圧倒されておりました。特に、小児
や乳児の斜視や弱視の検査などは、以前いた病院ではそういった来院者が少なく、検査に戸惑っていまし
たが、先輩の方々から優しく丁寧に教えていただいたおかげで、今まで出来なかった検査が出来るように
なってきたように思います。 
　これからも、先生をはじめ、先輩の方々に色々教えて頂きながら、技術や知識を向上させていき、信頼で
きる検査結果を出せるようになっていきたいと思いますので、よろしくお願いいたします。 

【視能訓練士】 

　4月から医療技術センター3係で歯科技工士として勤務させていただいております。 
　この2カ月はあっという間でした。最初は業務の流れや内容など、覚えることがたくさんあり、緊張して、
基本的な作業ですら失敗することが多々ありましたが、少しずつ落ち着いてきたように思います。まだま
だ知らないことわからないことが多いですが、上司の方々に指導していただき助けられながら、日々技工
技術を磨いております。 
　口腔外科の歯科技工士の仕事内容を説明するのは難しいので気になる方がおられましたら、ぜひ一声
おかけください。まだまだ未熟者ではございますが、頑張っていきたいと思いますので、これから宜しくお
願い致します。 

【歯科技工士】 

看護部　B棟5階　中根　啓貴さん 
なか   ね ひろ たか 

看護部　B棟8階　岡田　亜衣さん 
おか  だ あ　い 

看護部　A棟5階　中條　瑞紀さん 
ちゅうじょう みず  き 

医療技術センター　医療技術第三係　新地　広季さん 
しん　ち ひろ　き 

医療技術センター　医療技術第三係　芝　真央さん 
しば ま　お 
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　今年度4月に入職し、病院管理課用度係に配属されました川田と申します。 
　現在、係では検査用試薬や医療用ガスの調達、一部備品の購入などの業務を担当させて頂いております。 
　勤務してからはや3ヶ月が経ちましたが、未だ手探りの部分が多く、職場の先輩方にはお忙しい中、非常にお世
話になっています。 
　実際に職員として勤務するまでは、奈良県立医科大学という組織に、これほど多くの方が関わっておられるとい
うことが想像も出来ませんでしたが、今は奈良県の中核病院としての重み、そしてそのような場で働かせて頂い
ていることに対する責任をひしひしと感じております。　 
　現場の看護師の方々や検査技師の皆様には、至らぬ身ゆえに多大なご迷惑をお掛けしておりますが、一日も早
く一人前の職員となるべく努力して参りますので、どうか今後ともご指導ご鞭撻のほどよろしくお願い致します。 

【事　　　務】 

　地域医療連携室で社会福祉士（ソーシャルワーカー）として勤務しております。当室では退院調整・地域医療連
携クリティカルパスの業務を担当しております。退院後も引き続き必要な医療を受け、状況に応じたサービスを
利用し、地域の中で生活することができるよう患者さん・家族の多様なニーズを把握し、医療、福祉、行政などの
機関との調整に励んでいます。 
　当院は特定機能病院であり小児から高齢者まで、救急入院、難病、緩和ケアなど様々な患者さん・家族にお会い
します。今後、多くの病棟と関わらせていただくと思いますが、他職種のみな様と連携・協働し患者さん・家族がよ
り安心できるようチームの一員としてコーディネートできるよう頑張っていきたいです。 
　今後も学ぶ姿勢を忘れず、「親切」・「丁寧」・「誠実」な姿勢を心がけ安心・安全な医療連携の提供ができるよ
う努めていきたいと思います。今後ともよろしくお願い致します。 

【社会福祉士】 

　今年度の4月より中央放射線部で働かせてもらっている中野知己です。 
　奈良の地は初めてで知り合いは一人もおらず、来た当初は不安な気持ちでいっぱいでしたが、先輩の皆さんに
良くして頂いたり、楽しい同期の仲間もいてだんだん慣れてきたような気がしています。 
　働きはじめてから早くも2ヵ月が経ちましたが、まだまだ分からないことだらけで毎日必死に勉強しています。
先輩のご指導は時に厳しく感じることもありますが、いつも丁寧に根気強く教えて下さり、とても感謝しております。
いつか先輩の様な診療放射線技師になりたいです。 
　皆さまにも病棟、手術部、ICUなどの撮影でお会いすることがあると思いますので、至らない点がありましたら
ご指導して下さると幸いです。まだまだ未熟でご迷惑をお掛けすることが多々あると思いますがどうぞよろしく
お願い致します。 

【診療放射線技師】 

　現在、私は薬剤部で患者さんが安心して薬物治療が出来るよう処方された薬を調剤しています。薬剤部
では調剤の他、薬の管理、情報提供及び病棟業務（薬剤管理指導業務）、チーム医療（ICT、NST等）など様々
な業務が行われています。私が薬剤部に入ってまず驚いたのは管理されている薬の豊富さで錠剤、水剤、
散剤、注射薬など2200を超える種類の薬剤があることです。さらに、新しい薬も市場に多く出るため、日々
勉強だと感じています。 
　入職して早くも2ヶ月が経ちましたが、まだまだ未熟で多くの先輩方に迷惑をかけながら頑張っています。
患者さんから信頼されることはもちろん、医療職の方々からも頼りにされる薬剤師になることが私の目標
です。どうぞよろしくお願いします。 

【薬　剤　師】 

　今年4月に入職し、中央臨床検査部で勤務しております。 
　現在は、生化学・免疫検査領域で血液や尿の検査を行っています。大学を卒業して、初めて臨床検査技
師として現場で働き、まずは検体数の多さに驚きました。今は、その検査結果一つ一つを正確に出し、素早
く病棟や外来に返すことに努めております。 
　これから、中央臨床検査部の4つの領域をローテーションし、様々な検査に従事させていただく予定です。
その中で自分の興味のある分野を見つけ、技術、知識ともに高めていきたいと思っています。今後とも、ど
うぞよろしくお願いします。 

【臨床検査技師】 

地域医療連携室　後方連携係　上北　恵子さん 

中央放射線部　一般・救急撮影　中野　知己さん 

薬剤部　外来・入院調剤　坂本　実穂さん 

中央臨床検査部　生化学　和泉　有加里さん 

うえきた けい  こ 

なか  の とも  み 

病院管理課　用度係　川田　耕平さん 
かわ　た こう へい 

さかもと み　ほ 

いずみ ゆ　か　り 

今年、４月に大学職員として、新規採用された方からメッセージをいただきました。 

初々しい私達の仲間です。みなさん、応援よろしくお願いしま～す。m(_ _)m
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医学研究科大学院生が優秀発表賞を受賞！ 医学研究科大学院生が優秀発表賞を受賞！ 医学研究科大学院生が優秀発表賞を受賞！ 
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村上記念  学会認定・自己血輸血看護師奨励賞受賞 
～看護部　島田 千和さん～ 

平成24年度 

平成24年度 看護功労賞知事表彰 平成24年度 看護功労賞知事表彰 平成24年度 看護功労賞知事表彰 
～当院から2名の方が受賞されました。おめでとうございます。～ 

第33回 

写真左から　上西和代師長（中央放射線部）
竹川洋子（外来２階）

左から藤村教授（輸血部）、島田千和さん、

大名看護部長
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　承認された規程、委員会名簿等については、随時、ホームページにて公開して
います。 
　学内ホームページＵＲＬ（閲覧は学内のみ可能） 
　　http://top.naramed-u.ac.jp/　→　「規程・名簿タブ」 
※は、公開ホームページに掲載 
　　http://www.naramed-u.ac.jp/aff/johokoukai/ 

 （総　務　課） 

新聞・雑誌･テレビ等マスコミの取材、テレビ出演、記事を掲載された教職員・学生を、この「学報」紙面で紹介します。 

掲載者 掲載メディア 掲　載　概　要 

このコーナー「メディア掲載情報」は、皆さんからの提供情報に基づき作成します。自薦、他薦を問いません。 
【情報提供先】 
ファックス等により、右記へお知らせください。 法人企画部 総務課 総務係 (内線2206) FAX 25-7657 
くわしくは、URL：http://top.naramed-u.ac.jp/jimu/soumuka/03soumu/media_joho.pdf（学内専用） 

大崎茂芳  特任教授 
（生体高分子学） 

クモの糸でバイオリンの弦を作り、その音色が、従来の弦をセットしたストラ
ディバリウスのそれと遜色ないことを裏付けた。 
また、クモの糸の集合体において、隙間のない特異な構造を発見したこと
について触れている。 

・PHYSICAL REVIEW 
LETTERSに掲載 
・ロシア国営テレビ 
・「ちちんぷいぷい」「とくダネ」
「ニュースアンカー」「ならナ
ビ」「ぐるっと関西」他 

細井裕司  教授 
（耳鼻咽喉科） 

2004年に、私はある種の圧電振動子を耳に当てると、軟骨を介して良好に
音が内耳に伝わることを発見しました。それまで音伝達については気導と骨
導の2種類しか知られていませんでしたが、この第3の音伝導現象を「軟骨
伝導（cartilage conduction）」と命名しました。今回の新聞・テレビ報道は
この現象の携帯電話への応用に関するものです。 

朝日・毎日・産経・日経・読
売新聞　他　朝刊 
４月２４・２６日（火・木） 
BS J a p a n N I K K E I×
BSLIVE 「7PM」 
５月１５日（火） 

浅田秀夫  教授 
（皮膚科） 

タレントの「みのもんた」さんの奥様の訃報に関連して、その原
因の皮膚がんについて解説した。特に、見逃しやすい初期症状を
中心に、臨床写真を提示して注意を喚起した。 

朝日放送 
『モーニングバード！』 
５月２５日（金） 
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○今村　知明（健 康 政 策 医 学） 
　植村　正人（医療安全推進室） 
　笹平　智則（分 子 病 理 学） 
　藤本　雅文（物　　理　　学） 
　坂東　春美（地 域 看 護 学） 
　堀口　陽子（看　　護　　部） 
　岡　　眞啓（研 究 推 進 課） 
　永井　　淳（教 育 支 援 課） 
　吉田　一良（病 院 管 理 課） 
　大野　達也（総 務 課 広 報 室） 
　植松　　聡（総 務 課 広 報 室） 
　（○印は編集委員長） 

病院見学会やインターンシップ（職場体験）を開催します。ぜひご参加ください。 

【病院見学会】 8月3日（金） 
【インターンシップ】 7月25・26日（水・木）、8月1・2日（水・木）、 

8月8・9日（水・木）、8月22・23日（水・木）、 
8月29・30日（水・木） 

【採用試験】 7月22日（日）、8月19日（日）、9月23日（日） 

必要書類や申込については、看護部ホームページをご覧ください。 

ＵＲＬ　http://www.naramed-u.ac.jp/̃bosyu/kango/

学報バックナンバーはWebサイト上でもご覧いただけます 
(http://www.naramed-u.ac.jp/info/introduction/magazine.html)

看護師助産師　募集（平成25年4月採用・随時採用） 


